
 

 

関係条文 

 

◆交通政策審議会令（平成十二年政令第三百号）（抄） 

（分科会）  

第六条 審議会に、次の表の上欄に掲げる分科会を置き、これらの分科会の所掌事務は、

審議会の所掌事務のうち、それぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。 

（略） （略） 

技術分科会 一 運輸技術及び気象業務に関連する技

術の総合的かつ計画的な振興に関する

重要事項を調査審議すること。 

二 エネルギーの使用の合理化に関する

法律第十六条第五項（同法第十九条の二

第一項において準用する場合を含む。）、

第七十九条第三項及び第八十一条第三

項の規定に基づき審議会の権限に属さ

せられた事項を処理すること。 

（略） （略） 

２ 前項の表の上欄に掲げる分科会に属すべき委員、臨時委員及び専門委員は、国土交通

大臣が指名する。  

３ 分科会に、分科会長を置き、当該分科会に属する委員の互選により選任する。  

４ 分科会長は、当該分科会の事務を掌理する。  

５ 分科会長に事故があるときは、当該分科会に属する委員のうちから分科会長があらか

じめ指名する者が、その職務を代理する。  

６ 審議会は、その定めるところにより、分科会の議決をもって審議会の議決とすること

ができる。  

 

（部会）  

第七条 分科会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。  

２ 部会に属すべき委員、臨時委員及び専門委員は、分科会長が指名する。  

３ 部会に、部会長を置き、当該部会に属する委員の互選により選任する。  

４ 部会長は、当該部会の事務を掌理する。  

５ 部会長に事故があるときは、当該部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指

名する者が、その職務を代理する。  

６ 分科会は、その定めるところにより、部会の議決をもって分科会の議決とすることが

できる。  

 

（議事）  

第八条 審議会は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ、会議

を開き、議決することができない。  

２ 審議会の議事は、委員及び議事に関係のある臨時委員で会議に出席したものの過半数

で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。  

３ 前二項の規定は、分科会及び部会の議事に準用する。  

 


